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論 文 の 要 旨 
ソフトウェアは社会で広く使われており、高い品質や素早い開発が要求されている。ソフトウ
ェア開発のプロセスは、大別すると設計、製作とテストの３つからなっており、テストの作業量
は全体の約40%を占める。ソフトウェアテストの作業効率とテスト精度の良し悪しを決定する最
も重要な過程は，テストケース作成過程である。この過程では、作成したテストケースの抜け漏
れが生じることが大きな問題となっている。にもかかわらず、この過程は技術者のスキルに依存
していることが課題である。 
本論文では、ソフトウェア仕様書の記載項目のうち、テストケース作成に影響を与える記載を
概念的に捉えたルールとして整備している。その上で、このルールと仕様書の記載内容を照合す
ることで、テストケースを生成する自然言語処理技術を提案している。さらには、この生成方法
を実現するシステムを構築し、実際の仕様書からテストケース生成を行い、この生成方法の有効
性を示している。 
また本論文では、この生成方法を応用し、自然言語で記述された仕様書の論理矛盾発見方法を
提案し有効性を示している。さらには、この生成方法とテスト手順やテストデータなどをモデリ
ングする形式言語と連携することで、テストケースを自動的に作成する方法を提案し、その有効
性を示している。 
本論文は、6章で構成されている。第1章では、本論文で取り上げる研究の背景と目的を述べ、
本研究の位置付けを示している。 
第2章では、ソフトウェアテストの背景と共に、テストケース生成や自然言語処理の課題、仕
様書の分析に自然言語処理を利用した先行研究をサーベイし、自然言語処理を利用したソフトウ
 ェアテストケース生成に特化した研究が僅かしか存在しないことを確認している。 
第3章では、自然言語処理を利用したテストケース作成方法のルールとアルゴリズムを提案し、
その有効性を示している。さらには、英語の仕様書でも提案手法が適用できるように拡張すると
共に、日本語および英語の仕様書に対して適用し、それぞれ有効性を示している。 
第4章では、第3章のテストケース生成方法を応用した仕様書の論理矛盾発見方法を提案し、有
効性を示している。第5章では、仕様書から抽出したテストケース情報を、形式言語で記載され
たテストプロファイルモデルに連携することで、テストケースを自動的に生成する方法を提案
し、その有効性を示している。 
最後に第6章では、結論として本研究の成果をまとめると共に、今後の取り組みについて述べ
ている。 
 
審 査 の 要 旨 
【批評】 
近年、ソフトウェアの動作不具合が社会に与える影響は多大である。ソフトウェアの動作不具
合の有無を検証するのがソフトウェアテストである。ソフトウェアが取り扱うデータの大規模化
や複雑化が進む中、ソフトウェア開発においてソフトウェアテストが占める作業量の割合は増加
傾向にある。このような背景の中、本研究は、ソフトウェアテストの効率化と精度向上を目的と
しており、社会のニーズに合致したテーマと言える。 
本研究では、先行研究をサーベイすることで、自然言語処理を利用したテストケース生成に特
化した研究が少ないことを確認している。その上で、ソフトウェア仕様書から自然言語処理を利
用してテストケース情報を抽出するため、仕様書の記載内容の中からテストケースに影響を与え
る記載内容を概念的に捉えたルールを定義する事、その概念ルールを照合するアルゴリズムを提
案すると共に、提案手法を実現するシステムを構築し、実際のソフトウェア仕様書へ適用して、
その有効性を確認している。 
さらには、明らかにしたテストケース生成方法を応用し、仕様書の論理矛盾発見方法を提案し
ている。また、仕様書から抽出したテストケース情報を、形式言語で記載したテストプロファイ
ルモデルに連携することでテストケースを自動生成する方法を提案し、それぞれ有効性を検証し
ている。 
 以上、本学位論文は著者の実務家としての問題意識に裏付けされたものであり、研究の内容は、
博士（工学）を授与するに十分なものと判断する。 
【最終試験の結果】 
平成 29年 2月 6日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻
における達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
